
さいたま市美園コミュニティセンター外3施設

①所在地
さいたま市緑区美園4丁目19番地1（さいたま市美園コミュニティセンター）
さいたま市岩槻区本町1丁目10番7号（さいたま市コミュニティセンターいわつ
き）
さいたま市岩槻区本町3丁目1番1号（さいたま市岩槻駅東口コミュニティセン
ター）
さいたま市岩槻区東岩槻6丁目6番地（さいたま市ふれあいプラザいわつき）

②施設の設置目的
市民のコミュニティ活動のための施設として設置

③施設の概要
（さいたま市美園コミュニティセンター）
【開館】平成28年1月4日
【構造】鉄筋コンクリート造 地上3階建
【敷地面積】5,824.85㎡
【延床面積】5,095.28㎡
【主要施設】多目的ホール（定員300名）、第1集会室（定員27名）

（さいたま市コミュニティセンターいわつき）
【開館】昭和61年5月1日
【構造】鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上3階建
【敷地面積】2,463.01㎡
【延床面積】2,623.20㎡
【主要施設】研修室（定員250名）、集会室A（定員6名）

（さいたま市岩槻駅東口コミュニティセンター）
【開館】平成8年4月9日
【構造】鉄筋コンクリート造 地上5階建のうち2階一部・3階一部・4階・5階部分
【敷地面積】2,399.40㎡
【延床面積】5,821.79㎡
【主要施設】多目的ルームA（定員120名）、ミニホール（定員100名）

（さいたま市ふれあいプラザいわつき）
【開館】平成10年4月7日
【構造】鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上2階
【敷地面積】7,791.57㎡
【延床面積】2.975.45㎡
【主要施設】多目的室（定員295名）、会議室1（定員30名）

公益財団法人さいたま市文化振興事業団

①指定期間
令和3年4月1日～令和8年3月31日
②指定管理料
令和3年度248,712千円、令和4年度256,767千円、令和5年度249,008千円、

令和5年度指定管理者評価シート

１　管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者

（4）指定期間、指定管理料

（2）施設概要



①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 315,327人（前年度 290,304人）
　・利用率52.1％（前年度51.2％）

◇業務実施状況
　・コミュニティ活動・生涯学習活動の支援となる文化事業の企画及び実施
　・コミュニティ活動等の情報提供・相談対応
　・施設の貸出し

②維持管理業務の状況
　･施設、設備等の保守管理及び修繕を実施
　
③その他の業務
【文化事業】
　・美園グループ4館連携「災害時にも役立つ！初めてのソロキャンプ講座」
（10）、夏の子どもわくわくスクール！「親子で盆栽体験講座」（16）、岩槻で写
真撮影講座（7）、登山における初めてのテント泊講習会（13）、岩槻歴史散策
（10）をはじめ各施設でコンサート等の各種講座を開催
　・その他、市民活動サポートセンターとの協働事業として、「コミセン・サポセ
ン・プラザ施設利用団体交流＆展示会」（962）を開催
※（　）内の数字は、参加数

①収入
　・指定管理料　　　　　249,008千円　　（前年度　256,767千円）
　・文化事業収入　　　　　　557千円　  （前年度      　722千円）
　・その他収入　　　　　　11,816千円　  （前年度　　12,071千円）
②支出
　・人件費　　　　　　　　109,204千円    （前年度　107,299千円）
　・事務費　　　　　　　　　 1,865千円    （前年度 　   1,872千円）
　・施設管理費　　　　　157,522千円    （前年度　160,247千円）
　・文化事業費　　　　　　 1,758千円　  （前年度　    1,840千円）

・「レクリエーションルームの鏡が時々汚い」等のご指摘を受け、掃除が行き
届くよう指導した。（美園コミセン）
・「3階身障者トイレの扉が重い」とのご指摘を受け、戸車およびレール部の
調整を行った。（コミセンいわつき）
・「ワッツルームBにも鏡が欲しい」とのご要望を受け、スポーツミラーを購入
して設置した。（岩槻駅東口コミセン）
・「インディアカのネットが欲しい」とのご要望を受け、ネットを購入した。（ふれ
あいプラザ）

　地域連絡協議会を年2回開催し、地域コミュニティの推進と社会福祉の向
上を図るとともに、同協議会にて提案された意見･要望などを生かし、市民
ニーズに即応した円滑な施設運営を行った。

（5）施設の管理運営の内容

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応

（6）収支状況

（8）その他



（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

達成状況

　各種講座や小学校作品展等を開催したほか、コミセンまつりなど合計で63
事業119回実施し、17,001名が参加した。
　また、コミセン・サポセン・プラザ施設利用団体交流＆展示会を、市民活動
サポートセンターと協働開催した。

　事業団ホームページや事業団情報誌SaCLaの発行により、施設で実施す
る講座等を紹介するとともに、コミュニティセンターだよりを月1回発行し、施
設の利用情報や、施設を取り巻く地域の情報を掲載し、市民への情報提供
に努めた。
　また、施設利用に関する案内以外にも積極的に対応するため、市民相談
コーナーを設置し、問題解決のための情報を提供するとともに、関係機関の
紹介を速やかに行った。

　パソコンが苦手な方のために予約の手助けや代行を行うとともに、丁寧な
接客を心がけた。また、高齢者が多い団体には職員が準備を手伝い、負担
軽減に努めた。さらに、窓口対応やアンケートで利用者からいただいたご意
見を反映し、消耗品や備品の購入等を行い、施設利用者及び利用率の増加
に努めた。

　指定管理基本協定書の仕様書に基づき、施設・設備等の保守点検や清掃
を実施するとともに、適切な修繕を行い、安全かつ快適に利用していただけ
るよう環境整備に努めた。
　また、電気・水道・ガス等の省エネに取り組み、光熱費削減を図った。さら
に管理運営に必要な物品等については、できる限りグリーン購入、一括購
入、再生品などを利用し、経費節減及び環境負荷の低減に努めた。

　さいたま市消防局との共催事業として　美園コミュニティセンターおよびふ
れあいプラザいわつきで「普通救命講習Ⅰ」を開催した。
　また、さいたま市市民活動サポートセンターと協働開催したコミセン・サポセ
ン・プラザ施設利用団体交流＆展示会では各団体の連携を図ることができ
た。

　施設利用者には「職員の応対」・「施設・設備」等について、講座等参加者
には「講座内容」・「今後の希望」等について、それぞれアンケート調査を実
施し、いただいた意見をもとに、インターネットから講座申込やアンケートに
回答できるようにするなど、利用者の満足度向上に向けて改善を図った。
　また、アンケート結果や改善内容については、自由に閲覧できるように受
付窓口に設置した。

コミュニティ活動・生涯学習活
動の支援となる文化事業の企
画及び実施

提案内容

２　提案内容の達成状況

施設の貸出

コミュニティ活動等の情報提
供・相談対応事業

市施策事業との連携

利用者満足度調査

施設維持管理



（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：市民局市民生活部コミュニティ推進課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

３　評価

　　引き続き、施設の適正な管理運営の確保及び市民サービスの向上に努めていただきたい。

総合評価（B）※A～Ｄ
１　項目別の評価
　（１）市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進に関する取組
　・周知掲示板をやわらかい字体やピクトグラムを用いた表示・標記にすることで、利用しやすい施設を心が
けている。
　・だれでも参加できる無料のコンサートを開催し、施設を知ってもらえる機会作るように努めている。
　・利用率の低い調理室での講座を企画して、利用率の向上に努めている。
　・ロビーでBGMを流し、居心地の良い空間づくりに努めている。

　（２）経費削減に関する取組
　・開館前に窓を開放して、室内の空気を換気してから空調を稼働させたり、サーキュレーターを利用して、冷
房効果を高めることで、光熱費削減に努めている。
　・軽微な修繕や作業は職員が行うことで経費削減に努めている。

　（３）適正な管理運営の確保に対する取組
　・外部団体が主催する研修に積極的に受講し、業務への理解を深めることに努めている。
　・来館されている方への挨拶・声掛けによって防犯対策に努めている。

２　総合評価
　事業計画に沿って、適正に施設運営が行われている。

　利用者が安心・安全かつ快適にご利用いただけるよう、法令に基づく法定点検を実施し、設備や備品等の
適正な維持管理に努めた。文化事業については、3つのコア機能（生涯学習・地域交流・地域支援）を具体化
した「コミュニティ振興プラン」に基づき、地域において学習できる環境および市民・団体同士が交流を深める
ことができるような事業を実施した。
　今後は、地域の意見や講座参加者のアンケートを取り入れながら施設運営に努めるとともに、広報活動の
強化を図り、施設の知名度向上および利用者の増加に努めていきたいと考えている。


